（事務局記入欄）受付番号　衣笠Ｃ／ＢＫＣ－人－20　　－　　 

立命館大学における人を対象とする研究倫理審査申請書

(2012年4月更新版)
20  年  月  日

立命館大学（衣笠キャンパス／びわこ・くさつキャンパス）における人を対象とする研究倫理審査委員会　委員長殿

	Ⅰ．研究者　　　　　　　　　　　　※以下、 FORMCHECKBOX 
欄には該当するものに印（✓ FORMCHECKBOX 
）を付けてください。

	1.申請研究者

	 FORMCHECKBOX 
教員　 FORMCHECKBOX 
院生　 FORMCHECKBOX 
学部生　 FORMCHECKBOX 
その他（    ）
所属・職名・氏名：
連絡先：TEL　　　　　　　　　/FAX　　　　 　     /E－mail　　　　 

	
	本研究計画に関連する本学以外の所属先（勤務先）がある場合は、所属先名、申請者の職位、勤続年数を以下にご記入ください



	2.研究指導者
申請者が学生の場合の指導教員など
	所属・職名・氏名：

	3-1.研究代表者
当該の研究資金代表等が1.2.と異なる場合
	所属・職名・氏名：

	3-2.共同研究者　　　　　　　　　　　　

外部での発表時に連名になる可能性のある個人
	所属・職名・氏名： 

	3-3.実験・調査実施協力者（申請者以外の研究活動従事者）
	 FORMCHECKBOX 
本学の教員・学生（留学生を含む）　 FORMCHECKBOX 
他大学や一般の国内に在住する日本人
 FORMCHECKBOX 
海外在住の日本人　 FORMCHECKBOX 
海外在住の外国人　　　　　合計　　　人　

	Ⅱ．研究の概要

	1．研究課題名：

	2. 申請分類：  FORMCHECKBOX 
新規　　 FORMCHECKBOX 
既に承認されている研究計画と継続性を有するもの
（承認番号：　　　　　　　　　）＊成果発表資料を添付してください。

	3．研究分類：  FORMCHECKBOX 
一般研究活動（教員による研究） FORMCHECKBOX 
学位関係（ FORMCHECKBOX 
卒業論文/ FORMCHECKBOX 
修士論文/ FORMCHECKBOX 
博士論文） FORMCHECKBOX 
授業

	4．研究期間（実験・調査に限定した期間ではなく、研究を遂行する全体の期間をご記入ください）：　
20  年  月  日　～　　20  年  月  日

	5．研究資金：　

	 FORMCHECKBOX 
学内予算

 FORMCHECKBOX 
公的外部資金（研究費名：　　　　　　　　　　　　　　）

 FORMCHECKBOX 
民間からの研究費（ FORMCHECKBOX 
助成金  FORMCHECKBOX 
受託研究  FORMCHECKBOX 
共同研究  FORMCHECKBOX 
奨学寄付金）
（出資団体名：　　　　）
 FORMCHECKBOX 
その他（　　　　　　）

 FORMCHECKBOX 
特になし

	6．研究の目的と意義（別添可）:


	7．研究方法（別添可）:


	8．研究（実験・調査・訓練など）実施場所：

　 FORMCHECKBOX 
学内（ｷｬﾝﾊﾟｽ名･建物名･階数･室名：　　　　）

 FORMCHECKBOX 
国内（　　　）

 FORMCHECKBOX 
国外（　　　）

特記事項： 

	9．実験・臨床・調査など直接的に対象者に関わる協力者の事前教育の有無：

　 FORMCHECKBOX 
有　（その内容：　　　）

　 FORMCHECKBOX 
無　（その理由：　　　）

	10．期待される研究成果： 


	11．研究成果の公開方法(正式な学会名、電子媒体での発表の可能性などを具体的にご記入ください。公開を前提としない研究は原則として認められません。)：




	Ⅲ．研究対象者および個人の情報、データ等の収集・採取について

	1．種別と人数（予定）：

	Ａ：　 FORMCHECKBOX 
成人（ここでは18歳以上とする）
 FORMCHECKBOX 
学生（ FORMCHECKBOX 
本学(学部名)：　　　　　 FORMCHECKBOX 
他大学(大学名)：　　　）

 FORMCHECKBOX 
その他（　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象者数：　　　名 

	Ｂ：　 FORMCHECKBOX 
未成年者（18歳未満）等 
 FORMCHECKBOX 
生徒（  FORMCHECKBOX 
高校生　 FORMCHECKBOX 
中学生　 FORMCHECKBOX 
小学生　　学校名：　　　）
 FORMCHECKBOX 
小児（年齢　　　歳）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象者数：　　　名 

	　Ｃ：　 FORMCHECKBOX 
障害のある対象者

 FORMCHECKBOX 
知的障害者　  FORMCHECKBOX 
精神障害者　  FORMCHECKBOX 
身体障害者　 FORMCHECKBOX 
その他（　　　）

対象者数：　　　名 

	　Ｄ：　 FORMCHECKBOX 
未定・予め特定できない　　

	総計：　　　名

	2-1．対象者の選出方法とその根拠： 

	2-2．研究協力の依頼・説明方法（ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ･ｺﾝｾﾝﾄ）：＊説明・同意書等を添付してください。
対象： FORMCHECKBOX 
個人　 FORMCHECKBOX 
集団　 FORMCHECKBOX 
代諾者（ FORMCHECKBOX 
保護者･後見人　 FORMCHECKBOX 
施設責任者　 FORMCHECKBOX 
その他（　　　　））

方法： FORMCHECKBOX 
書面と口頭で　 FORMCHECKBOX 
書面のみ　 FORMCHECKBOX 
口頭のみ　 FORMCHECKBOX 
その他（　　　　）

	実施者（申請者と異なる場合：所属・職名・氏名）： 


	ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ･ｺﾝｾﾝﾄが受けられない場合はその理由：


	　　その他補足、特記事項：


	2-3．対象者が研究の途中で協力を止める具体的方法、またそのことで不利益を受けない権利を保証する方法：


	3． 研究（調査を含む）を実施する施設責任者等に対する研究協力の依頼方法：



	4．個人の情報、データ等の収集・採取方法：＊調査用紙（案）等がある場合は添付してください。


	5-1．対象者に与える危険や不利益等の可能性：
①危険や不利益等の内容（研究中あるいは研究終了後の身体的・精神的な影響を含む影響について検討し、ご記入ください。）：
　②危険や不利益等への対応：

　③事故・紛争・利益対立等が生じた場合における補償について：
　 (ⅰ)対象者に対する補償（学生の場合は学研災・学研賠の適用可能性、およびそれ以外の補償制度）：

　 (ⅱ)研究者に対する補償（実験・調査実施協力者を含む）：

　 (ⅲ)事故などが生じた場合の対応方法・連絡先：
　④研究発表後に不利益等が生じたときの対応方法：

	5-2．研究発表時に、直接の対象者以外の人に与える危険や不利益等の可能性の有無：　 FORMCHECKBOX 
有　　 FORMCHECKBOX 
無

○有る場合はその内容と対応方法（発表に伴う利害対立の可能性など）：



	6-1．研究対象者または組織への謝礼（それに準じるもの）の有無：　 FORMCHECKBOX 
有　　 FORMCHECKBOX 
無

①有る場合はその謝礼の形態と程度（金額、品名、原資の種目など）：

　　
②謝礼に準ずるものが有る場合はその内容： 
　

③謝礼等が交通費や時間の合理的な費用弁償にあてはまらない場合、謝礼設定の妥当性：
　



	6-2．研究参加によって研究対象者に直接的にもたらされると期待される利益の有無（知見など。謝礼は除く）： 
 FORMCHECKBOX 
有　　 FORMCHECKBOX 
無
○有る場合はその内容：



	7. 利益相反・責務相反がある場合、その詳細と管理方法（研究遂行における適性な判断に影響を及ぼし得ると第三者から懸念される個人の経済的な利益、あるいは学外活動・兼業活動がある場合、ご記入ください。）：

	8-1．個人情報の匿名化の方法：

 FORMCHECKBOX 
①匿名化しない　
理由： 
 FORMCHECKBOX 
②連結可能匿名化（個人を識別する情報を取り除き、新たに符号または番号を付けて匿名化し、対応表を作成する）
理由（記入例：研究対象者からの開示又は廃棄の請求に応じる必要がある、データの解析結果を研究対象者に知らせる必要がある、等）：
　　　　
 FORMCHECKBOX 
③連結不可能匿名化（個人を識別する情報を取り除き、新たに符号または番号を付けて匿名化し、対応表を作成しない。）
理由：
　　　　
　 FORMCHECKBOX 
④外部提供機関で匿名化
詳細：
 FORMCHECKBOX 
⑤その他（個人情報を収集しない、匿名化できない資料を収集する、等）
　　　詳細：

　　　

	8-2．収集した個人情報やデータ等の保管方法：

保管責任者（所属・職名・氏名）：

具体的措置：

	8-3．収集した個人情報やデータ等の廃棄方法：



	9．本審査委員会以外の研究倫理委員会承認の有無：　 FORMCHECKBOX 
有　　 FORMCHECKBOX 
審査中・審査予定　　 FORMCHECKBOX 
無

　有る場合：　委員会名：　　　　　　　　　　　承認日：    年  月  日

　審査中・審査予定の場合：　委員会名：　　　　　　　　　　


Ⅳ．確認事項
	以下の項目を確認した上で番号を○で囲んでください。

1. 研究実施において本申請書の内容を変更する場合には、変更前に再度審査を受けることを了承します。

2. 研究対象者に関する問題が生じた場合には、ただちに各キャンパスの「人を対象とする研究倫理審査委員会」に連絡します。
3. 学研賠・学研災等の契約内容については理解しています。
（研究対象者・研究実施者・研究協力者に学生が含まれる場合）

4. 「立命館大学研究倫理指針」、「立命館大学における人を対象とする研究倫理指針」、「立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会規程」を熟読してそこで示された内容について理解し実行します。
申請者署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年月日：　　　　　年　　　　月　　　　日　


研究倫理審査申請書記入マニュアル
　本学に属する研究者は、先に定義した「人を対象とする研究」に該当する研究について、この研究倫理審査申請書を提出することができる。

　特に、研究の中で、その遂行時に、研究対象者の行動などを直接に観察する、インタビューによる記録をとるなど、何らかの「侵襲性」が生じる可能性のあるものや、その研究行為そのもの、あるいは研究発表によって研究対象者やその関係者になんらかの影響を及ぼすと思われるものについては、審査を強く推奨する。

教学との関連においては、卒業論文・修士論文等に関わる研究においても、研究対象者の諸権利を侵害したりリスクを伴う可能性があると思われるもの、また研究者の発表を含めた研究遂行の促進や権利について予め研究対象者の関係機関などと契約的な取り決めを行なうことが望ましいと思われる場合には、研究代表者（学生・院生）が当申請書を提出し、審査を受けることを推奨する。また授業内における実験・調査などの実習についても、上記したような倫理的問題に抵触すると思われる内容であれば、担当教員が同様に審査を受けることを推奨する。学生や保護者へのアンケートなどについても、その内容が上記したような侵襲性の可能性があれば適応の範囲である。

事前に申請し審査を受けて開始された研究の実施内容を変更する場合には、再度審査を受ける必要がある。また、研究開始の時点では研究者もしくは審査委員会が非該当と判断した研究、研究者が予備的段階であるとして申請をせずに開始した研究についても、その作業の中で問題が生じた場合においては、審査委員会に調停や妥当性について相談や判断を求めることができる。

また、この申請書は、立命館大学の各キャンパスに設置されている「人を対象とする研究倫理審査委員会」に提出するが、研究対象者やその関係者には、この審査申請書とは別に、研究対象者に理解可能な説明・同意書を提出しその許諾の証書を保存する必要がある。その書式については研究申請者に一任するが、申請書の提出時にはこの説明・同意書も提出する必要がある。
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